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7３ 
それは不思議な時代だった。ドイツにおいてユダヤ人がこれほどまでに社会に受け容れられた（かに見える）時
代は、後にも先にも一度もなかった。十八世紀末から十九世紀初頭にかけての二十年足らずの時期である。モーゼ
ス・メンデルスゾーンから始まった、ユダヤ人のドイツ社会への同化のプロセスが、ここで一気に頂点に達したか
にも見える。もちろんそれは、教養と富の力でユダヤ的境遇を抜け出すことができた、ごく一部の上層ユダヤ人に
限られた事態であり、大多数の貧しいユダヤ人たちは、中世以来のゲットー生活とほとんど変わらぬ状況に趣かれ
Ｉ 真空
の
実
験
室
ｌ
ラ
ー
ェ
ル
・
フ
ァ
ル
ス
ー
ゲ
ン
と
ユ
ダ
ヤ
・
サ
ロ
ン
の
時
代
Ｉ
…
…
一
度
た
り
と
も
存
在
し
な
か
っ
た
邪
柄
の
記
憶
…
…
ラ
ー
エ
ル
・
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
一
八
一
九
年
四
月
三
十
日
付
パ
ウ
リ
ー
ネ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
宛
轡
簡
内
田
俊
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7４ 
たままだった。そしてこの時代の直後からは、再び新たなユダヤ人排斥の圧力が強まっていき、その動きは、歴史
の
表
面
を
流
れ
る
法
律
的
側
面
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
の
潮
流
と
は
裏
腹
に
、
む
し
ろ
ナ
チ
ス
に
至
る
ま
で
不
断
に
強
化
さ
れ
て
い
く
と
言
っ
て
よ
い
。
と
す
れ
ば
こ
れ
は
、
歴
史
の
真
中
に
ぽ
っ
か
り
あ
い
た
真
空
の
穴
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
こ
の
時
期
は
、
文
学
か
ら
哲
学
、
音
楽
と
い
っ
た
、
ド
イ
ツ
の
文
化
全
般
に
と
っ
て
も
黄
金
時
代
だ
っ
た
。
’
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
、
一
八
○
六
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
に
よ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
侵
攻
ま
で
を
一
応
の
目
安
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の
時
代
の
ド
イ
ツ
の
文
化
状
況
を
、
試
し
に
簡
単
な
年
表
に
し
て
み
よ
う
。
一八○○
一七九○九九九八
九九九ノＬ九九九
七六五四三二一
カント『判断力批判』
ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
断
片
モーツァルト『腿笛』
Ｗ
・
Ｖ
・
フ
ン
ポ
ル
ト
『
国
家
の
有
効
性
の
限
界
』
ヘ
ル
ダ
ー
『
人
間
性
諜
簡
」
フィヒテ『全知識学の基礎』
ゲーテ『ヴィルヘルム・マイスターの修業時代』
ジ
ャ
ン
・
パ
ウ
ル
『
五
級
教
師
フ
ィ
ク
ス
ラ
ィ
ン
』
シェリング『自然哲学の理念』
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
ゲーテ／シラー『バラード』
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
『
宗
教
講
話
』
Ｆ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
『
ル
チ
ン
デ
』
ノヴァーリス『夜の讃歌』
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こ
の
年
表
に
ざ
っ
と
目
を
通
し
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
こ
の
時
代
こ
そ
、
カ
ン
ト
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
に
至
る
ド
イ
ツ
哲
聖
に
と
っ
て
も
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
か
ら
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
至
る
ド
イ
ツ
音
楽
に
と
っ
て
も
、
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
か
ら
ロ
マ
ン
派
に
至
る
ド
イ
ツ
文
学
に
と
っ
て
も
、
絶
頂
と
言
っ
て
よ
い
時
代
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
年
表
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
名
前
は
な
い
。
よ
う
や
く
に
し
て
ド
イ
ツ
の
文
化
と
接
触
を
始
め
た
ユ
ダ
ヤ
知
識
人
が
、
ド
イ
ツ
文
化
の
中
に
大
き
な
名
前
と
し
て
登
場
し
て
く
る
の
は
、
次
世
代
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
や
フ
ェ
リ
ク
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
Ⅱ
バ
ル
ト
ル
デ
ィ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
ま
だ
彼
ら
は
ド
イ
ツ
文
化
の
新
参
者
に
す
ぎ
な
い
。
一
般
的
な
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
文
化
の
黄
金
時
代
に
、
そ
れ
と
接
触
す
る
機
会
を
初
め
て
恵
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
後
の
彼
ら
の
ド
イ
ツ
文
化
へ
の
多
大
な
寄
与
を
生
み
出
す
糧
と
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
本
当
に
こ
れ
を
、
一
方
か
ら
他
方
へ
の
恵
与
と
、
そ
の
後
の
後
者
か
ら
前
者
へ
の
報
恩
と
い
っ
た
形
で
、
捉
え
る
べ
き
も
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
、
そ
う
捉
え
た
の
で
は
、
ド
イ
ツ
文
化
と
い
っ
た
も
の
を
、
何
ら
か
の
固
定
し
た
実
体
と
し
て
前
提
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
文
化
と
は
、
関
係
性
か
ら
生
じ
る
力
、
あ
る
い
は
運
動
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
実
体
で
は
な
い
。
だ
か
ら
過
去
に
ど
れ
ほ
ど
高
度
な
文
化
「
遺
産
」
を
持
つ
社
会
で
あ
っ
て
も
、
関
係
の
枠
組
み
の
変
化
に
よ
っ
て
、
恐
る
べ
き
退
廃
へ
と
陥
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
実
体
な
ら
存
続
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
関
係
は
常
に
変
化
す
る
。
○○○○○○○ 
七六五四三二一
シラー『オルレアンの処女』
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
『
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
』
シラー『メッシーナの花嫁』
ベートーヴェン『交響曲第三番（英雄）』
ベートーヴェン『フィデリオ」
ブレンターノ／アルーーム『少年の魔法の角笛』
ヘーゲル『精神現象学』
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7６ 
そ
れ
に
し
て
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
社
会
へ
の
受
け
容
れ
と
ド
イ
ツ
文
化
の
開
花
と
の
、
こ
の
時
間
的
一
致
は
、
単
な
る
偶
然
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
強
者
ｌ
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
ｌ
の
余
裕
が
、
弱
者
を
許
容
す
る
寛
大
を
可
能
に
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
む
し
ろ
そ
れ
ま
で
の
石
化
し
た
社
会
体
制
の
解
体
と
、
そ
の
後
に
次
第
に
固
定
化
さ
れ
て
い
く
新
た
な
社
会
体
制
と
の
狭
間
に
、
っ
か
の
間
現
出
し
た
真
空
の
空
間
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
よ
う
な
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
も
活
動
を
促
す
特
殊
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
生
み
出
し
、
そ
う
し
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
こ
そ
、
ド
イ
ツ
の
文
化
に
大
き
な
力
が
付
与
さ
れ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
化
は
社
会
の
純
化
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
混
乱
か
ら
生
じ
る
。
こ
の
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
主
役
は
、
男
性
で
は
な
く
女
性
で
あ
る
。
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
場
合
…
…
女
の
ほ
う
が
男
よ
り
も
百
パ
ー
セ
ン
（１） 
卜都合がよい」というフリードリヒ・ゲンッの一一一三葉は、次々とキリスト教に改宗し、ドイツ貴族と結婚して、社会
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
上
昇
し
て
い
く
ユ
ダ
ヤ
女
性
た
ち
を
椰
楡
し
た
も
の
だ
が
、
事
実
こ
の
時
代
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
男
性
よ
り
も
女
性
の
ほ
う
が
、
社
会
の
流
動
化
を
惹
き
起
こ
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
男
性
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
中
で
、
い
か
に
蔑
視
さ
れ
差
別
を
受
け
る
立
場
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
な
り
に
社
会
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
不
可
欠
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
な
に
も
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
宗
教
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
否
定
の
上
に
し
か
成
り
立
た
な
い
と
い
う
、
両
者
の
屈
折
し
た
精
神
的
関
係
に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
経
済
的
側
面
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
下
層
の
ユ
ダ
ヤ
人
男
性
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
ら
の
伝
統
的
職
業
で
あ
る
行
商
は
、
実
際
上
盗
品
故
買
の
側
面
を
持
ち
、
そ
う
い
う
形で非ユダヤ人の盗賊たちからなるヨーロッパの暗黒街と、中世以来深い結び付きを保っていた。もちろん中世的
階
層
社
会
が
崩
れ
、
均
質
な
市
民
か
ら
成
る
近
代
的
社
会
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
時
代
に
は
、
も
は
や
そ
の
よ
う
な
結
び
付
き
は
薄
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
時
代
に
お
い
て
す
ら
ま
だ
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
盗
賊
と
の
連
想
が
、
い
か
に
一
般
の
ド
イ
ツ
人
の
頭
から抜き難いものであったかは、たとえばシラーの『群盗』（一七八一年）中に登場する、ユダヤ人シュピーゲル
（２） 
ベ
ル
ク
の
造
型
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
上層のユダヤ人男性は、この時代にはそのほとんどが、中世以来の伝統的職業である金貸しから発展した金融業
を営んでいた。ドイツ各地の宮廷は、それぞれ特定の宮廷ユダヤ人を抱え、彼らに賊政を任せていた。市民階級の
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ユダヤ人は、けっしてキリスト教ヨーロッパという海の中に孤立したゲットーという島に取り残された、ヨーロッ
パ
と
は
相
容
れ
ぬ
ア
ジ
ア
系
民
族
ｌ
そ
の
よ
う
芯
捉
え
方
は
、
十
八
世
紀
に
な
っ
て
初
め
て
生
じ
る
ｌ
な
ど
で
は
愈
い
・
い
か
に
支配的社会から排除されているように見えたとしても、ユダヤ人（男性）は、その職業、つまり社会的機能によっ
て、支配的社会と不可分一体の存在だった。そして彼らがその機能を果たすことができたのは、キリスト教社会の
続済的実力が商まれば高まるほど、それに対抗するためにも、封建賀族階舸は金融ユダヤ人との結び付きを強めて
い
く
。
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
に
お
け
る
市
民
階
級
の
成
熟
の
遅
れ
と
、
宮
廷
・
金
融
ユ
ダ
ヤ
人
の
存
在
と
は
、
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
。
あ
る意味では、西欧先進諸国の近代化・資本主義化において市民階級が果たした経済的役割が、ドイツでは金融ユダ
ヤ人によって代行されたと言えるかもしれない。この不幸なボタンの掛け違いが、その後も二十世紀に至るまで尾
を引き、中層・下層のドイツ人大衆の間に新たな反ユダヤ主義が醸成されていったこと、あるいは少なくともそれ
が
増
幅
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
男
性
は
、
上
屑
に
お
い
て
も
下
層
に
お
い
て
も
、
彼
ら
の
職
業
を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
の
支
配
的
社
会
と
密
接
に
絡
み
合
い
、
そ
れ
を
補
完
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
機
能
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
のアウトサイダーとしてのユダヤ人の位置づけと深く結び付いていた。それは、アウトロー的役割を果たした下層
ユダヤ人について言えるだけではなく、上層のユダヤ人についても言える。王侯が市民階級の資金に頼った場合に
は、彼らの政治的要求に譲歩することを迫られたであろうが、ユダヤ人の資金であれば、そのような配慮は無しで
済ますことができた。ユダヤ人からの借金ならば、いざとなれば踏み倒すことも容易だった。ユダヤ人という社会
的
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
資
金
だ
か
ら
こ
そ
、
王
侯
は
安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
宮
廷
・
金
融
ユ
ダ
ヤ
人の前身である金貸しという職業自体が、特にユダヤ人に限定して割り当てられた職業だった。利子を取って金を
貸すという、聖書（旧約聖諜／）で禁止された行為は、立前上Ｉあくまでも立前上だがｌキリスト教徒には許
されなかったが、生まれつき罪深いユダヤ人ならば、罪の一つや二つの増加は関係ない、というのがその理由だっ
た。
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中のユダヤ教徒というアウトサイダー性の故だった。国民国家の形成の途次で、ユダヤ人の解放・同化の過程がヨー
ロッパで始まった時、職業を持たない、つまり社会に組み込まれていない女性たちに比べて、男性たちの同化への
動き、つまり具体的にはキリスト教への改宗の動きが鈍かったことは、おそらくこうしたことから説明がつく。ユ
ダヤ教徒だからこそ、これまで彼らは差別され迫害を受けてきたが、しかし同時にユダヤ教徒だからこそ、彼らは
存
在
を
許
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
男たちに代わって同化の先陣を切ったのは、女たちだった。奇妙なのは、男の側の態度である。自分たちは旧来
の伝統の側にとどまりながら、しかし彼らは、同化していく女たちと対立するわけではない。たとえばモーゼス・
メンデルスゾーンの長女ドロテーアは、ユダヤ人の旧来の風習に従って親が決定した結婚相手である、ユダヤ人銀
行家ジーモン・ファイトを捨てて、当時新進気鋭の文芸評論家で八歳年下のフリードリヒ。シュレーゲルと駆け落
ちし、後にキリスト教に改宗して結婚へと進む。間男をされたファイトは、しかし生活の苦しいこの元妻に、ずつ
（３） 
と仕送りを続けるのである。しかもこれは孤立した事例ではなかった。男女間の愛というよりも、差別される者同
士
の
同
胞
愛
を
、
そ
こ
に
認
め
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
（４） 
一」の時期に現出した「ドイツ人とユダヤ人の社交生活の短い黄金時代」は、つかの間の夢だったのだろうか。一一
度と再び帰り来ぬ、歴史のあだ花にすぎなかったのだろうか。確かに、ここで生起し、そして挫折した事象は、ユ
ダヤ人の側では、数の限られた一握りの上流階層に限定され、しかもほぼ女性だけに限られた出来事だった。ユダ
ヤ
人
で
あ
る
と
い
う
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
性
に
加
え
、
男
性
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
、
女
性
で
あ
る
と
い
う
ア
ウ
トサイダー性、その二重のアウトサイダー性が、既存の社会秩序を流動の中に置く、彼女たちの営為を可能にした
の
だ
ろ
う
。
だ
が
時
代
を
下
る
と
と
も
に
、
彼
女
た
ち
が
た
ど
っ
た
の
と
同
じ
道
を
、
次
第
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
男
た
ち
も
た
ど
る
こ
と
に
なる。そしてさらには、ますます広範なユダヤ人大衆が、深淵へと続くこの道に直面することになるのである。そ
れは、真空状態の中に出現した、歴史を先取りする実験室のようなものだった。
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だが女性が社会の流動化の要因となるとして、一体それは、どのような機織を通して可能になったのだろうか。
伝統的な職業を通じて社会につながる道は、彼女たちには鎖されていた。大学で得られた知識を通じて社会に至る
、
、
適もＩユダヤ人男性に対しては、地域によって多少の時間的較差はあるものの、十八世紀の末までにはドイツの
ほとんどの大学が、まず医学部の、さらには次第に法学部の門戸を解放するまでになっていたがｌ、相変わらず
彼女たちには閉ざされたままだった。この時代のドイツには、女性が社会と接触する方法は、有力な男性の妻とな
ることを通しての道以外には、ほとんど存在しなかった。
ユダヤ女性たちが、他の社会層の人々とコミュニケートするために創り出した機柵は、ｌ今日の目から兇れば、
いかにも鯵げで、かつ一抹の胡散臭さを感じさせ、同時に古呆けて見えるとしてもｌサロンという空間だった．
特にプロイセンの首都ベルリンで、ユダヤ女性たちが、そのような十七世紀フランスの伝統と結び付いた背環には、
十七世紀の末に、故国フランスを追われたユグノー教徒たちを大量に受け容れ、また後には、フランスの啓蒙思想
家ヴォルテールを宮廷に招いたフリードリヒニ世（大王）によって統治された、この町のフランス晶肩の伝統があつ
（Ｐ。）
た。フランス文化およびフランス語が、少なくとも一八○六年のナポレオン侵攻までは、｝」の町の啓蒙思潮の、さ
らには宮廷における社交の、バックボーンをなしていたのである。このような背景の上に新たに組織されたサロン
において、ユダヤ女性たちは、彼女らの知的欲求を満たす糊を手に入れ、また芸術的感覚を研ぎ澄まし、さらには
戯れの、あるいは真剣な恋愛を求め、次々と非ユダヤ人の結婚相手を見出していった。
文学や思想、芸術に対する噌好が、単なる個人的趣味の次元にとどまるものではなく、社会的文脈を持つのと同
様に、恋愛や結婚も、単に一介の個人の物語ではなく、社会的脈絡の中に編み込まれた歴史である。このことはな
にも、ユダヤ女性のサロンを白鵬視した、ナチスの時代に至るまでの多くの人々が主張したような通説ｌ市民階
級の勃興によって没落の道をたどり始め、どうしても裕福なユダヤ娘の持参金が欲しかったドイツ貴族と、貴族と
結婚することで成り上がりをめざすユダヤ娘の、双方の利響の一致というＩを総証するだけで憾ない．縢史の出
来恥は、もつれた脈絡の網の目に捕えられている。もつれを解きほぐす糸口が異なれば、脈絡はまた新たな相貌を
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彼女たち自身も、おそらく伝統的サロンとのこの質的相述を意識していた。彼女たちは、自らが行っている活動
を、なんの疑念もなく「サロン」と呼んでいたわけではない。むしろベルリン・サロンの立役者たちのほとんどは、
自分たちの社会的営為をどう呼ぶかに関して、ｌ『ベルリンのサロン』という題名の回想記を残したヘンリエッ
テ・ヘルツを一先ず措くとすればｌきわめて慎重だった．彼女たちは自らの営為を、けっして既成のイメージの
中
に
押
し
込
ん
で
、
そ
の
「
サ
ロ
ン
」
の
歴
史
を
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ラ
ー
エ
ル
・
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
サ
ロ
ン
の黄金時代が溢えた後、ベルリンで磯んに開かれるように煙った高級貴族主催の会合…つまり彼女にとって速い、
手の厨かい世界ｌを指して「サロン」と呼ぶ．それに対して彼女が脚らの派鋤の場を呼ぶ場合には、たとえば
（６） 
「集い（の①⑪の一一ｍ◎ず囚｛〔）」、あるいは「私たちの仲間（目⑫の［【［の】⑫）」といった言葉が使われる。
このニュートラルな呼称はしかし、およそあらゆる実質的な意味を欠いており、まさにそうであるが故に、あら
ゆる意味を包含しうる。もし特定の歴史的負荷を帯びた「サロン」という言葉でそれを呼んでしまえば、それ以前
の伝統的なサロンと、それ以後の復古的サロンの狭間に、っかの間切り開かれたこの空間の特異性は、消えうせて
しまうだろう。この呼称は、公認の歴史につながる契機を欠くことによって、呼びえぬものを、つまりついに実現
することなく、そうであるが故に概念化することも不可能なものを、呼ぼうとしている。
だがそれにしても、上流人士の社交場であるサロンが、｜体何らかの社会的営為の場たりうるのだろうか。ユダ
ヤ女性たちが知的刺激を求め、女として与えられた旧来の役割を踏み越える場を求めた時、彼女たちの眼前に利用
できるモデルとしては、サロンしか存在しなかった。しかしそれは、伝統的なフランス流のサロンとは、大きく隔
たったものにならざるをえなかった。いかに裕福であったとしても、けっして「上流婦人」とはみなされないユダ
ヤ女性が主催する以上、それはある意味で当然すぎるほど当然だった。彼女たちのサロンに、貴族や有力者たちが
好んで出入りしていたとしても、逆にその貴族や有力者たちが彼女らを自邸に招くことは、けっしてなかったので
ある。
のぞかせる。
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こ
の
実
験
室
で
試
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
他
者
と
の
関
わ
り
が
私
の
本
質
と
な
る
よ
う
な
空
間
、
そ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
世
界
が
、
そ
し
て
人
間
が
、
可
能
に
な
る
よ
う
な
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
ハ
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
サ
ロ
ン
を
「
社
会
の
外
の
社
会
的
空
間
」
と
呼
ぶ
。
彼
女
が
、
し
か
し
「
そ
の
１
（８） 
グ
ャ
人
サ
ロ
ン
の
因
襲
や
仕
来
り
か
ら
も
さ
ら
に
外
に
あ
っ
た
」
と
す
る
、
ラ
ー
ェ
ル
・
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
サ
ロ
ン
の
行
方
を
、
以
下
で
は
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
は
一
見
、
き
わ
め
て
特
殊
な
時
代
の
き
わ
め
て
特
殊
な
人
物
の
足
跡
を
追
う
か
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
は
こ
れ
は
、
そ
の
後
に
続
く
多
数
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
原
像
を
、
確
認
す
る
作
業
に
他
な
ら
な
い○ 歴史の真空状態の中に一瞬出現した、この実験室の中で試みられたことは、｜体何だったのだろうか。ラーェル・
ファルンハーゲンは、そこで試みられた「交友（○の⑪①一一一傷の一一）」を、「人間のもとにおける鮫も人間的なもの、あ
ら
ゆ
る
道
徳
的
な
も
の
の
本
質
に
し
て
出
発
点
」
と
呼
び
、
こ
う
続
け
る
。
実際、仲間（ｏ８Ｃｌｌ８）がいなければ、地上における存在の同志がいなければ、私たちは自分自身ですらないで
し
ょ
う
し
、
総
鰹
的
行
為
や
法
、
あ
る
い
は
思
考
も
不
可
能
で
し
ょ
う
．
他
者
に
と
っ
て
も
、
ｌ
あ
る
人
物
の
姿
が
ｌ
私
た
ち
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
と
っ
て
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
他
者
が
、
私
た
ち
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
不
可
能
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
私
に
と
っ
て
交
友
が
傷
つ
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
私
が
似
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
の
交
友
を
損
な
う
者
は
、
私
を
、
（７） 
つまり私の最も固有の自己を損なうのです。
ラ
ー
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ン
は
一
七
七
一
年
、
ユ
ダ
ヤ
人
商
人
で
銀
行
家
で
あ
る
レ
ヴ
ィ
ン
・
マ
ル
ク
ス
と
そ
の
愛
シ
ャ
イ
ェ
の
長
子
と
Ⅱ 
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そしてここに、二十型
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
して、ベルリンに生まれた。従って彼女は、十五歳になるまで、啓蒙専制君主フリードリヒニ世の治下で育ち、十
八
歳
で
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
経
験
し
た
こ
と
に
な
る
。
父
レ
ヴ
ィ
ン
・
マ
ル
ク
ス
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
あ
る
程
度
他
の
市
民
と
同
等
の
も
の
に
し
て
く
れ
る
総
合
特
権
（
の
①
ロ
の
『
巴
「
己『目］の、旨已）を、プリ１ドリヒニ世から授けられた十数人のベルリンのユダヤ人の内の一人だった。綿布と古着
を商い、後には宝石を商った（ユダヤ人と宝石の結び付きは、いつ襲われても、すぐに全財産を持って逃げられる
と
い
う
可
動
性
に
由
来
す
る
ｌ
動
産
と
不
動
産
と
い
う
区
別
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
お
け
る
ほ
ど
切
実
な
色
彩
を
帯
び
る
人
々
は
他
に
な
い
）
男
の
息
子
が
、
そ
こ
ま
で
成
り
上
が
っ
た
背
景
に
は
、
あ
ま
り
芳
し
い
と
は
言
え
ぬ
商
売
が
あ
っ
た
。
彼
は
、
悪
名
高
い
宮
廷
ユ
ダ
ヤ
人
フ
ァ
ィ
テ
ル
・
エ
フ
ラ
イ
ム
の
業
務
代
理
人
と
し
て
、
金
や
銀
の
含
有
駄
を
減
ら
し
た
貨
幣
を
鋳
造
し
、
流
通
さ
せ
る
と
い
う
仕
恥
に
携
わ
っ
た
。
宮
廷
に
莫
大
な
富
を
も
た
ら
す
こ
の
業
務
は
、
十
分
に
総
合
特
権
と
い
う
恩
恵
に
価
し
た
の
で
あ
る
。
宮
廷
。
金
融
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
彼
ら
の
才
覚
と
謀
略
の
み
に
よ
っ
て
、
の
し
あ
が
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
の
富
の
背
後
に
は
、
彼
ら
の
存
在
を
許
容
し
、
そ
れ
を
利
用
す
る
、
支
配
層
の
思
惑
が
あ
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
政
策
は
、
「
た
だ
一
定
の
資
産
を
持
つ
ユ
ダ
ヤ
人
、
つ
ま
り
商
人
だ
け
を
許
容
し
て
、
職
人
の
存
在
は
許
さ
ず
、
破
産
し
た
者
は
す
べ
て
国
外
退
去
に
よ
っ
て
罰
し
、
結
婚
税
と
強
制
移
住
に
よ
っ
て
人
口
過
剰
を
妨
げ
、
共
同
体
の
成
員
の
税
の
未
納
に
対
し
て
は
、
共
同
体
に
連
帯
責
任
を
課
し
、
そ
し
て
こ
う
し
た
全
て
の
措
置
を
通
じ
て
、
最
初
か
ら
経
済
的
に
安
定
し
た
環
境
を
生
み
出
し
た
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
裕
福
戦
、
特
権
を
持
つ
ユ
ダ
ヤ
人
倒
身
を
Ｉ
と
り
わ
け
迦
帯
識
任
の
禰
威
に
よ
っ
て
ｌ
、
移
入
し
て
く
る
貧
し
い
仲
間
た
ち
に
対
立
す
（９） 
る
自
ら
の
同
盟
者
と
し
て
、
味
方
に
つ
け
た
の
で
あ
る
。
」
ユ
ダ
ヤ
人
の
上
層
部
と
下
層
部
の
分
断
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
確
立
し
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
、
二
十
世
紀
に
至
る
ま
で
連
綿
と
続
く
こ
と
に
な
る
、
東
方
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
西
欧
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
差
別
の
源
泉
を
さ
て
こ
の
父
は
、
ラ
ー
ェ
ル
に
と
っ
て
は
、
暴
君
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
し
ば
し
ば
彼
女
自
身
は
、
そ
し
て
特
に
彼
女
の
伝
記
作
者
た
ち
は
、
こ
の
父
の
傍
若
無
人
さ
を
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
な
い
し
ユ
ダ
ヤ
教
と
い
う
宗
教
の
伝
統
と
結
び
付
け
て
語
り
た
が
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
女
性
を
男
性
と
同
等
の
も
の
と
し
て
扱
わ
ず
、
女
性
に
ほ
と
ん
ど
の
権
利
を
認
め
な
か
っ
た
、
時
代
の
制
約
が
持
ち
出
さ
れ
る
。
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そ
も
そ
も
モ
ー
ゼ
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
と
同
世
代
の
人
物
で
あ
る
父
レ
ヴ
ィ
ン
・
マ
ル
ク
ス
は
、
け
っ
し
て
ユ
ダ
ヤ
の
伝
統
的
な宗教や風習に凝固まった人物ではなく、自分自身かなりの程度同化に傾いたユダヤ人だった。彼は自宅を、因襲
に捕らわれぬ啓蒙主義的な人々や、芸術家、さらには商売上関わりのあった貴族たちに解放し、そのようにして、
信仰を異にする者たちとの親しい交際を禁ずるユダヤの伝統とは、絶縁を果たしていた。彼はこのような席上で、
自慢の極である長女の機知に富んだ弁才に、客たちが賛嘆するのを満足げに眺めていた。この父の家でのサロンが、
その後ラーエルによって受け継がれていくのである。ラーェルが、その非ユダヤ世界への開かれた姿勢と同化への
態度を、誰から受け継いだのかと言えば、それはこの父を措いて他にはない。
だがそれにもかかわらず、この父は彼女には暴君と感じられた。同化に向けて歩を進めたユダヤの父は、子の世
代にも自分と同様の同化を、いやさらにそれ以上の同化を期待する。それこそが非ユダヤ世界の中での生存を確か
な
も
の
に
し
、
社
会
的
上
昇
の
展
望
を
開
い
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
彼
は
、
子
の
世
代
の
同
化
の
進
展
か
ら
、
自分の存在そのものが脅かされるような恐怖を感じる。自分の中に未だに残っていたユダヤ人としてのアィデンティ
確かに時代の制約というものは存在するし、何世代にもわたってゲットーの中に閉じ込められ、外の世界との接触
を妨げられてきたユダヤ人集団には、進歩した外の世界の目から見れば、あまりにも占呆けた慣習が残されていた
ことも事実だろう。暴君としての父という形姿は、ラーェルに限らず、この時代のほとんどのユダヤ女性たちの伝
記に見出すことができる。たとえばドイツ啓蒙主義の代表者の一人と言ってよいモーゼス・メンデルスゾーンです
ら、本人の了承なしに結婚相手を決められた娘ドロテーァの目には、暴君として立ち現れた。
だがこれは、男女の格差をめぐる時代の制約や、ユダヤ教という宗教の特殊性に還元されるべき問題なのだろう
（旧）
か。「父は私の心を打ち砕き、行為への才能を破壊した」というラーェルの一一一一口葉から思い出されるのは、百年以上
も時代を下り、宗教としてのユダヤ教からの彩辨も認め難い父へルマン・カフヵに対する、娘ならぬ息子フランッ
の憎悪である。だとすればこれは、同化の途上にあるユダヤ人の、世代間の確執と関係づけるべき問題なのではな
いだろうか。
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さ
て
ラ
ー
エ
ル
は
、
父
の
横
暴
に
対
す
る
非
難
の
言
葉
を
甘
き
記
し
た
わ
け
だ
が
、
実
は
そ
の
こ
と
自
体
が
、
男
女
の
役
割
を
め
ぐ
る
構
図
の
変
化
を
も
物
語
っ
て
い
る
。
ラ
ー
ェ
ル
の
母
シ
ャ
ィ
ェ
で
あ
れ
ば
、
父
や
夫
に
対
す
る
不
満
を
謀
き
残
す
こ
と
な
ど
、
け
っ
し
て
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
女
性
は
、
ユ
ダ
ヤ
家
庭
の
伝
統
に
従
い
、
ま
た
女
性
に
社
会
的
活
動
を
認
め
な
い
（
ユ
ダ
ヤ
家
庭
に
は
限
ら
な
い
）
当
時
の
風
習
に
従
っ
て
、
外
の
世
界
か
ら
全
く
隔
絶
し
た
状
況
で
育
っ
て
い
た
。
彼
女
は
、
ほ
と
ん
ど
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
と
呼
ば
れ
る
ユ
ダ
ヤ
識
り
の
ド
イ
ツ
語
し
か
話
せ
ず
、
し
か
も
そ
れ
を
ヘ
プ
ラ
イ
文
字
で
綴
っ
て
い
た
。
彼
女
が
若
き
ラ
ー
ェ
ル
に
宛
て
た
手
紙
は
、
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
の
常
套
句
や
祈
祷
句
で
満
た
さ
れ
、
ユ
ダ
ヤ
伝
統
の
長
々
し
い
挨
拶
の
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の女性が、客間で催される会合に出て、そこで何らかの役割を果たしうるとは、ほとんど考えられない。
ラ
ー
ェ
ル
を
自
ら
の
サ
ロ
ン
に
参
加
さ
せ
、
い
わ
ば
外
の
世
界
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
で
、
女
性
に
も
社
会
的
活
動
の
場
が
あ
り
う
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
た
の
は
、
他
で
も
な
い
父
だ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ま
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
と
い
う
条
件
と
、
女
で
あ
る
と
いう条件の二重の栓桔から、ほとんど社会から隔離されてきたユダヤ女性は、ここで一気に外の世界に直面するこ
ティーの残律が、足もとから掘り崩されようとしているからである。確かにこの一歩を進めたのは自分だが、しか
し
そ
こ
ま
で
行
っ
て
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
で
は
な
い
か
、
と
彼
は
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
屈
折
し
た
心
理
が
、
時
に
子
供
た
ち
に
向
っ
て
、
暴
君
の
怒
声
と
し
て
爆
発
す
る
の
だ
ろ
う
。
怒
声
を
浴
び
せ
ら
れ
た
子
供
の
ほ
う
が
、
そ
れ
を
暴
君
の
振
舞
い
と
受
け
と
め
る
の
は
、
理
由
が
理
解
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
非
ユ
ダ
ヤ
世
界
へ
の
目
を
開
き
、
同
化
の
道
を
指
し
示
し
て
く
れ
た
の
は
、
父
だ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
道
を
忠
実
に
歩
ん
で
き
た
自
分
に
対
す
る
、
こ
の
父
の
怒
り
は
一
体
何
な
の
か
。
こ
の
痛
ま
し
い
謎
は
、
自
分
自
身
が
子
を
持
っ
て
父
の
立
場
に
立
ち
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
同
じ
苦
悩
に
直
面
す
る
ま
で
は
、
け
っ
し
て
解
消
し
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
カ
フ
カ
の
家
庭
に
至
る
ま
で
、
い
や
そ
れ
以
後
も
引
き
続
き
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
庭
内
で
繰
り
返
し
演
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
父
と
子
の
対
立
の
構
図
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
図
式
は
、
な
に
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
庭
に
限
ら
ず
、
何
ら
か
の
理
由
で
同
化
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
に
立
（Ⅲ） 
ち
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
立
場
に
置
か
れ
た
人
々
の
家
庭
に
は
、
並
臼
遍
的
に
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
お
よ
そ
破
犬
荒
な
こ
と
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
男
性
で
あ
れ
ば
、
い
か
に
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
排
除
さ
れ
て
い
る
と
見
え
た
と
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
支
配
的
な
潮
流
と
そ
れ
な
り
の
関
係
を
持
っ
て
き
た
。
し
か
し
ユ
ダ
ヤ
女
性
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は前代未聞の体験だった。背後には、何もなかった。ユダヤの伝統では、男には厳格な宗教教育が施されるが、女
は通り一遍の知識を授けられただけだった。また仮に、ユダヤの伝統的教養を積んでいたとしても、それがここで
何の意味があっただろう。
いわばまつさらの白紙の状態で、彼女はヨーロッパの教養世界と出会い、海綿が水を吸うように、それを吸収し
た。彼女はドイツ謡、フランス語、イタリア語、英譜を習得し、一→十歳ですでにルソー、レッシング、シェイクス
ピ
ア
、
ダ
ン
テ
、
デ
ィ
ド
ロ
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
を
読
み
、
同
時
代
の
文
学
論
争
を
批
判
的
に
追
跡
す
る
。
ハ
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
言
う
（吃）
「教養ある無知者」の誕生である。無知の大きさが、吸収される教養の大きさを誘発する。だが一」の教養は、いか
に大きく膨れ上がろうとも、自らの伝統との結び付きを欠くが故に、けっして無知を癒すものとはならない。無知
は、相変わらず無知のまま存在し続けるのである。
一七九○年に父レヴィン・マルクスは死去し、商売は長男である弟のマルクス・テーォドールによって引き継が
れる。｝二年後の一七九三年に一家はイェーガー街五四番地に引き移り、そしてここでラーェルは、父によって始め
られたサロンを、今度は自分が中心となって述営していくことになる。大黒柱を失った一家の家計は、けっしてと
りたてて桁福というものではなく、開催されるサロンは、むしろその質素さによってＨを惹く態のものだったが、
女主人の知的・精神的な魅力の故に、当時のベルリンの知性を代表するほとんど全ての人々が出入りすることにな
る。フンポルト兄弟、フリードリヒ・シニレーゲル、シュライエルマッハー、ジャン・パウル、ブレンターノ、ティ１
ク兄弟、シャミッソー、フヶー、フリードリヒ・ゲンッといった知識人たち、そしてフリードリヒ大王の甥ルイ。
フェルディナン卜公とその愛人パウリーネ・ヴィーゼルを始めとする貴族たち、芸術家、特に俳優たち。
ラ
ー
エ
ル
の
サ
ロ
ン
に
限
ら
ず
、
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
・
サ
ロ
ン
の
参
加
者
の
中
で
、
特
に
月
を
葱
く
の
は
俳
優
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公が高級貴族を招いて晩餐会を催す際には、ゲーテすら列席はかなわず、市民はせいぜいギャラリーからの見物を
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後
の
ナ
チ
ス
時
代
の
歴
史
家
た
ち
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
こ
の
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
サ
ロ
ン
を
断
罪
し
た
。
そ
れ
は
単
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
為
に
す
る
だ
け
の
言
い
掛
か
り
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
確
か
に
ナ
チ
ス
の
時
代
に
は
、
奇
妙
に
厳
格
化
さ
れ
た
市
民
道
徳
が
支
配
し
て
い
た
。
「
清
潔
」
が
合
言
葉
だ
っ
た
時
代
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
「
不
潔
」
な
営
み
も
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
ユ
ダ
ヤ
人
や
俳
優
と
い
っ
た
社
会
的
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
貴
族
が
結
び
付
い
た
、
こ
の
不
思
議
な
時
代
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
その背後に動いていた事態、つまり市民社会の発展とからめて考える必要がある。貴族たちは、市民になりたいと
俳
優
は
、
当
時
の
意
識
で
は
い
ま
だ
に
「
河
原
者
」
な
の
で
あ
っ
て
、
イ
フ
ラ
ン
ト
の
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
劇
場
の
監
督
と
い
う
高
い
地
位
に
就
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
貴
族
や
ま
と
も
な
市
民
が
、
彼
ら
に
門
戸
を
開
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
特
に
女
優
は
、
舞
台
上
で
演
じ
る
役
柄
を
、
そ
の
ま
ま
実
生
活
で
も
引
き
ず
り
、
も
は
や
通
常
の
道
徳
観
念
に
戻
る
こ
と
の
不
可
能
な
人
々
と
見
な
さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
の
将
校
た
ち
に
と
っ
て
は
、
回
り
く
ど
い
手
続
き
も
な
し
に
、
識
か
あ
る
女
役
者
を
ベ
ッ
ド
に
連
れ
帰
る
の
が
、
目
明
の
行
動
だ
っ
た
。
俳
優
た
ち
と
ユ
ダ
ヤ
人
を
結
び
付
け
た
も
の
は
、
両
者
に
共
通
な
、
社
会
的
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
性
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
何
か
を
演
じ
る
こ
と
に
、
そ
の
存
在
を
賭
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
者
同
士
の
友
情
を
、
そ
こ
に
認
め
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
オ
リ
エ
ン
ト
的
官
能
を
身
に
備
え
て
い
る
と
見
な
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
女
性
は
、
女
優
た
ち
と
同
様
の
魅
力
を
ド
イ
ツ
人
貴
族
た
ち
に
感
じ
さ
せ
、
そ
れ
が
こ
の
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
サ
ロ
ン
に
、
あ
る
淫
騨
な
雰
囲
気
を
与
え
て
い
る
付き合いがあった。
俳
優
は
、
当
時
の
》
許
さ
れ
る
だ
け
だ
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
、
こ
れ
は
異
常
な
こ
と
だ
っ
た
。
も
し
こ
れ
が
、
招
待
状
で
招
か
れ
た
客
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
、
伝
統
的
な
正
規
の
サ
ロ
ン
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
出
席
者
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
（
も
ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
サ
ロ
ン
で
あ
れ
ば
、
ラ
ー
エ
ル
を
始
め
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
女
性
た
ち
も
、
招
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
。
）
レ
ヴ
ィ
ン
一
家
と
俳
優
と
の
交
際
は
、
す
で
に
父
の
代
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
弟
で
家
業
を
継
い
だ
マ
ル
ク
ス
は
、
当
時
の
最
も
高
名
な
俳
優
の
一
人
で
あ
り
、
通俗劇作家としても有名だった（ゲーテやシラーの作品などよりも、はるかに上演回数が多かった）イフラントの、
ス
ポ
ン
サ
ー
的
役
割
を
果
た
し
も
し
て
い
る
。
ラ
ー
ェ
ル
自
身
は
有
名
な
女
優
フ
リ
ー
デ
リ
ー
ヶ
・
ウ
ン
ッ
ェ
ル
マ
ン
と
特
に
親
し
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
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「私はこんな空想をします。私がこの世に追いやられると、この世の入り口でこの世ならぬ者が、こんな言葉を
短刀で私の心に突き立てたという空想です。『感受性を持て、わずかな者しか見ることのできない世界を見よ、偉
大で高貴であれ、永遠の思考も、お前から取り上げるわけにはいくまいな。だが一つ忘れていたことがあったぞ。
それは、ユダヤ女であれ、という一」とだ／』それ以来私の全生涯は、血が止まらずに死んでゆくようなものなので
す。おとなしくしていれば、なんとか生き延びることはできます。失血を止めようともがけば、新たな死を招きま
す。そして私にとって、じっとしていることなど、死なない限り不可能です。．：迫」
これは、一一十四歳のラーェルが、彼女の青春時代の唯一のユダヤ人男性の友人である、医学生ダーフィト・ファ
イト（ジーモン・ファイトの甥）に宛てて書いた書簡の一節である。彼女はこの友人に、ユダヤ人であることをめ
ぐる苦悩を、最も腹蔵なく打ち明ける。ここで彼女は、ユダヤ人であるという運命を、自らの知性の代償として、
あるいは逆に自らの知性を、ユダヤ人であることの代償として、受けとめている。しかもこの運命からは逃れよう
がない。許される二者択一は、じっとして緩慢な死を待つか、あるいは失血を止めようともがくことで、死を早め
るかにすぎない。そして死なない限り、じっとしていることの不可能な彼女は、新たな死に直面する道を選ぶ。
彼女が、プロイセンの大臣の息子であるカール・フォン・フィンケンシュタイン伯爵と出会って、恋に落ちるの
は、｝」の書簡が書かれた一年後のことである。ユダヤ人女性にとって、ユダヤ人男性との結婚が、親によって決定
されるものであり、そこに恋愛感情の入り込む余地がなかったとすれば、この恋震礼讃の初期ロマン派の時代にあっ
は思わなかった。ユダヤ人や俳優は、市民になることを許されなかった。近代市民社会の外に世かれていた点で、
両者は共通性を持っていた。もちろん、いまだ封建的身分制の中に生きる貴族たちにとって、その日常の営みの中
に、ユダヤ人や俳優を受け入れる余地はなかっただろう。貴族の夜会に、彼らが招かれることはなかった。しかし
たとえば、避暑のために休暇を過ごす温泉保養地や、ユダヤ人サロンといった非日常的な場所ならば、話は別だっ
たのである。ユダヤ人サロンは、市民社会の外、日常性の外に、ぽっかり口を開いた空間だった。
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て、彼女たちの恋愛感情が、非ユダヤ人の男性のみに向かっていたのは、理解できないことではない。ユダヤ人の
世界は、彼女たちの目には、恋愛を阻害する、あまりにも古呆けた世界と映っていただろう。ユダヤ人男性は、恋
愛対象になりようがなかった。親に決められた結婚相手を振り捨てて、非ユダヤ人の恋人に走ったのは、ドローナー
ア
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
だ
け
で
は
な
い
。
社会的文脈で言えば、「個人として救われるという、同じことを望む人々の疑わしい連帯によって、っかの間維
（Ｍ） 
侍されて」いるにすぎず、その代表者とも一一一一向うべき人物（ダーフィト・フリートレンダー）が、キリスト教への集
団改宗を申し出る（’七九九年）というような、当時のユダヤ人社会にあっては、ユダヤ人であるという「呪われ
た」迎命を拒否する方法は、改宗と非ユダヤ人との結蟠によって、そこから抜け出す道以外に存在しなかった、と
いうことになる。当時のユダヤ人の誰一人として、政治的要求を掲げることによって、ユダヤ人を全体として救い
出
す
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
も
し
な
か
っ
た
。
いずれにせよ二人は「婚約」し、フィンケンシュタインは、レヴィン家では家族の一員のような扱いを受ける。
ただしレヴィン一家の誰一人として、フィンケンシュタイン家の邸宅に足を踏み入れたものはなかった。フィンケ
ンシュタインの家族に、この交際の事実を知られてはならなかった。市民の娘と、しかもその上ユダヤ人の娘と結
婚したいなどとは、由緒正しきフィンケンシュタイン家で話題にできるような事柄ではなかったのである。ラーェ
ルが病に臥した時には、フィンケンシュタインは彼女のベッドのへりに座り、彼女と言葉を交わす、しかし彼の病
気見郷いに、その館を訪ねることは彼女には許されない。手紙でも、それが第三者の日に触れる恐れがある場合に
は、彼女は彼を目（親しい間柄で用いられる）ではなく、段ので呼ぼうとする。結局この恋愛は、彼の側の不決
断や浮気といったお決まりの経路を経て、破局に向かう。
もちろんこの時代には、ユダヤ娘とドイツ人貴族の結婚は、しばしば見られた社会現象だったから、ラーェルが
そのような可能性に賭けたのは無理もなかった。しかしそのような結婚が成立するためには、幾つかの条件があっ
た。ユダヤ娘の側では、美しいか、裕福であるか、あるいはその両方を兼ねているかのいずれかでなければならな
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一年後、一八○一年の夏に帰国した彼女は、再びサロンを開始するが、この時期から一八○六年までが、彼女の
サロンの黄金時代となる。彼女は、ベルリン全体で最も知性に富み、最も魅力的な参加者たちを、自分の周りに集
めることに成功し、他の町や外国からベルリンを訪れる知名人たちも、競うようにこのサロンへの参加を求める。
一体その魅力は、どこにあったのだろうか。自らもこのサロンの参加者であり、ラーエルと長く交友を保つことに
なるスウェーデンの外交官ブリンクマンは、後にこう回想している。「皇子や外国の公使、芸術家、あらゆるラン
クの学者や実業家、伯爵夫人や女優たちが・・・：・同じように熱心に、そこに参加させてもらおうと努めていた。そこ
では、それらの人々の内の誰もが、教養によって得た自分自身の人格によって認められ、それ以上の価値も、それ
〈脳）
以下の価値も持たなかった。」女主人がアウトサイダーであるが故の、既成の社〈雪秩序を無視した平等性が、この
サ
ロ
ン
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
秩序の網の目に捕らえられている人間は、その固定した位置から全体を眺めるより他ない。それぞれの位置で、
その視角は決定されてしまう。しかしそこから排除されている人間は、上からであろうと、下からであろうと、斜
めからであろうと、あらゆる視角から眺めることができる。さまざまな視座から見た断面が重ね合わされることに
よって、それまで知られることのなかった社会や人物の形姿が源かび上がる。おそらくそれが、しばしば称えられ
たラーェルの機知や逆説の源泉であり、人々は、それによって彼女に魅きつけられ、また時には嫌悪を感じたのだっ
かつた。ユダヤ娘を嫁にもらうドイツ人世族は、その持参金をあてにするほどに、経済的困窮に陥っているのが普
通だった。ラーェルの場合、これらの条件は何ひとつ当てはまらなかった。彼女は美しくも、裕福でもなかった。
父を失ったラーェルには、もはや持参金は期待できず、彼女は商売を継いだ弟の庇護の下に生活しなければならな
い立場だった。そしてフィンケンシュタイン家は、けっして経済的に困っていたわけではなかった。そのような文
脈から見れば、この結婚は最初から不可能な試みだったのである。失意の彼女は、周囲の目を避けるかのように、
パリに赴く。
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た。秩序と伝統の外に置かれた彼女の精神の動きについて、ハナ・アーレントはこう述べている。「いかなる伝統
も、彼女に何かを伝えることはなかったし、いかなる歴史にも、彼女の存在は予見されていなかった。いかなる教
養世界にも生まれなかったが故に制約を受けることなく、外見上いかなる者も、彼女以前に判断を下してはいなかっ
たが故に先入観もなく、いわば最初の人間の逆説的な状況において、彼女はあらゆるものを、あたかも初めてそれ
強いられた独創性こそが、ラーエルの、そして彼女のサロンの魅力だった。（応）
に出会ったかのように摂取するよう強いられる。彼女には、自分自身で考える以外に道がない。」排除された者の、
だが、そのような、秩序からはみ出した場所が、いわば社会の外の空間が、ほんの短い期間であるとはいえ、な
ぜ支配的な社会を構成する人々を魅きつけ、拍手喝采を博することができたのだろうか。それは、かっての社会櫛
造が崩れ、しかしまだ新たな社会機造が形成される前の空白が、そこに存在していたからだと考える他ないだろう。
それ以前にも、またそれ以後にも、ユダヤ人がドイツ社会の中で、これほど大きな機能を果たした時代はなかった。
この時代には「まさに彼らが社会の外に立っていたが故に、ユダヤ人は、わずかな期間、教養人たちがそこで出会
〈Ⅳ）
う一種の中立的な基盤となった」のである。
事実、それは本当に短い期間だった。一八○六年十月プロイセンはフランスに対して宣戦し、交戦状態に入る。
ナポレオン軍はプロイセンに侵攻し、あっという間に主都ベルリンを攻略して占領する。これによってラーェルの
サロンは、あっけなく幕を閉じるのである。後に彼女は、親友パウリーネ・ヴィーゼルに宛ててこう醤いている。
「私たちの時代はどこに行ってしまったのでしょう、私たちが皆集まっていたあの時代は／それは紀元六年に沈
んでしまいました。船のように沈んでしまったのです、最もすばらしい人生の富や、最もすばらしい人生の楽しみ
（旧）
を積んだままで。活気を与えてくれるたくさんの大切な友人たちも一緒にです。…．：」
だが、ラーエルのサロンが成り立たなくなった原因は、けっして占領下における彼女の経済的不如意や、サロン
参加者であった高官や外交官たちのベルリンからの逃亡ばかりではなかった。フランス軍による侵攻は、ドイツ。
ナショナリズムの形成を促す機能を果たした。しかもそれは、フランスを対立軸として形作られていったのである。
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ところがサロンという機構は、元来フランスから受け継がれたものだった。そしてユダヤ人の社会的活躍を可能に
したヨダャ人解放」という思想は、フランスが生んだ啓蒙主義の影響がなければ考えられないものだった。そし
てラーエルを始めとするこの時代のユダヤ女性の精神も、根底において人間性やコスモポリターーズムといった、啓
蒙主義の理念によって規定されていた。今やフランスへの敵意は、啓蒙主義への敵意と結び付く。ユダヤ人サロン
は、端的に時代に逆行するものと見なされざるをえなかった。
ユダヤ人サロンに代わって登場してくる交友の機柵は、たとえば一八○八年に創設された「キリスト教ドイツ食
卓会（○ず『一⑫一一］目‐Ｃの巳⑫Ｓの『一のロゴ猶の印の一一の８画津）」である。フィヒテ、ブーケ、ブレンターノ、アルニム、イフラ
ント、シュライエルマッハーらを主要なメンバーとする、この愛国的結社は、女性とフランス人、俗物、ユダヤ人
を除外することを綱領に掲げていた。「キリスト教」と「ドイツ」をハイフンで結ぶ、結社の命名自体が、この過
渡期にきわめて特徴的なものと言えるだろう。「キリスト教」を調ってはいても、宗教が問題なのではない。むし
ろそれは、「ドイツ」なるものからユダヤ人を除外するための修飾なのであって、しかもそのコダャ人」とはユ
ダヤ教徒のことではなく（キリスト教に改宗したユダヤ人も、この結社からは排除された）、端的に「ドイツ」に
非ざる者のことなのである。今やユダヤ人は、純粋なる「ドイツ」、純粋なる「ネーショとを析出するための、
いわばマイナスの電極として利用される。
ユダヤ人を、そのような象徴的存在として取り扱う傾向は、一八○二年にＣ・Ｗ・グラッテナゥァＩによって書
かれたパンフレット『ユダヤ人に杭して」に遡る。これまでのユダヤ人攻撃とは違って、彼はそこでユダヤ人の同
化の不十分さを非難するのではない。むしろ彼は、不純物としてのユダヤ人そのものに攻撃をしかける。彼がそこ
で論じるのは、「あれやこれやのユダヤ人……ユダヤ人個人ではなく、ユダヤ人一般、いたるところにいて、どこ
（卿）
にもいないユダヤ人について」なのである。ユダヤ人の同化の進展の中で、そしてそれと歩調を〈口わせるかのよう
に、新たな相貌を帯びた反ユダヤ主義が形成されていく。
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フ
ラ
ン
ス
箙
に
よ
る
占
領
時
代
の
ラ
ー
ェ
ル
の
政
治
的
態
度
は
、
き
わ
め
て
暖
昧
な
も
の
だ
っ
た
。
確
か
に
彼
女
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
『
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
」
（
一
八
○
七
／
八
）
に
心
を
奪
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
政
治
的
・
社
会
的
文
脈
を
個
人
的
文
脈
で
読
み
込
む
、
彼
女
特
有
の
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
目
の
前
に
進
行
し
て
い
く
事
態
を
、
ど
う
捉
え
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、
常
に
揺
れ
動
い
て
い
た
、
と
い
う
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
か
っ
て
の
彼
女
の
サ
ロ
ン
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ー
ー
ズ
ム
と
、
現
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
間
に
は
、
橋
を
架
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
落
差
が
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
憎
悪
な
ど
と
い
う
も
の
と
は
全
く
縁
の
な
い
ラ
ー
エ
ル
に
と
っ
て
、
こ
の
時
代
の
当
初
は
、
自
分
の
身
に
何
ら
か
の
変
化
が
振
り
か
か
る
こ
と
さ
え
思
い
浮
か
ば
な
い
。
政
治
は
完
全
に
彼
女
の
関
心
の
外
に
あ
る
。
し
か
し
サ
ロ
ン
の
参
加
者
た
ち
は
、
次
第
に
一
人
ま
た
一
人
と
姿
を
消
し
、
彼
女
は
孤
独
の
中
に
打
ち
棄
て
ら
れ
る
。
（鋤）
彼
女
は
日
記
に
戦
曰
く
。
「
あ
な
た
は
何
を
し
て
る
の
？
何
も
。
私
は
自
分
の
上
に
人
生
を
雨
の
よ
う
に
降
ら
せ
て
い
ま
す
。
」
お
そ
ら
く
ラ
ー
ェ
ル
と
い
う
人
物
の
魅
力
は
、
言
葉
の
伝
統
的
な
慣
用
表
現
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
が
故
に
、
時
と
し
て
書
い
て
い
る
本
人
も
意
識
せ
ぬ
ま
ま
に
、
事
柄
の
本
質
を
挾
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
確
か
に
ラ
ー
ェ
ル
の
人
生
は
、
傘
も
な
く
裸
の
ま
ま
雨
の
中
に
身
を
晒
す
こ
と
に
似
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
言
葉
は
、
直
接
に
は
、
一
日
中
何
も
す
る
こ
と
が
み
つ
か
ら
ず
、
た
だ
手
持
ち
無
沙
汰
に
毎
日
が
す
ぎ
て
い
く
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
だ
が
同
時
に
こ
の
言
葉
は
、
サ
ロ
ン
の
虚
飾
を
取
り
去
っ
て
し
ま
え
ば
、
彼
女
に
と
っ
て
の
仕
事
は
、
こ
の
不
幸
な
「
人
生
」
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
完
全
に
政
治
や
社
会
の
出
来
事
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
も
っ
ぱ
ら
「
感
情
」
や
「
憧
慌
」
に
浸
る
こ
と
を
自
ら
の
仕
馴
を
し
て
い
た
、
同
時
代
の
他
の
女
性
た
ち
か
ら
ラ
ー
ェ
ル
を
分
か
っ
も
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
人
生
」
へ
の
志
向
、
自
ら
の
不
幸
な
「
人
生
」
の
直
視
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
「
人
生
」
の
直
視
は
、
外
の
世
界
で
進
行
し
つ
つ
あ
る
出
来
事
と
直
接
切
り
結
ぶ
契
機
を
欠
き
、
ひ
た
す
ら
内
面
へ
集
中
し
て
い
く
態
の
も
の
だ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
外
の
世
界
の
圧
倒
的
な
力
に
対
時
す
る
意
志
を
掲
げ
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
｜
‐
自
分
の
苦
悩
を
愛
し
て
（別）
は
い
け
ま
せ
ん
。
世
界
は
、
出
来
事
が
起
こ
る
が
故
に
、
私
た
ち
の
精
神
よ
り
も
大
き
い
の
で
す
。
」
か
っ
て
は
社
会
の
外
に
あ
る
こ
と
が
、
彼
女
と
彼
女
の
サ
ロ
ン
の
魅
力
の
源
泉
だ
っ
た
。
し
か
し
状
況
の
変
化
は
、
そ
こ
か
ら
彼
女
の孤立化を導き出した。孤独の中で彼女は、裸の自分の真実と向き合わざるをえない。彼女の生涯にわたる最も親
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しぃ友人はパゥリーネ・ヴィーゼルだったが、かってのサロン時代には、数多い男性遍歴故に男たちの視線を一身
に集め、だが次第に確立されていく市民的秩序の巾で、社会から排斥されるしかなかったこの女性、いわば「プロ
（亜）
イセンに移植された古代ギリシアの遊女」のような人物に宛てて、ラーェルはこう書く。「：：：私たちは、この世
、
、
界で真実を生きるように創られているのです。そして異なった道を経て、私たちは一点に到達しました。私たちは
、
、
人間の社会のわきにいます。私たちにとっては、場所も、職務も、空疎な称号もありません／・むかゆみ嘘には場
がありますが、永遠の真実、つまり本当の人生と感情には（それは常に、深遠な人間の資質へと、そして私たちに
、
、
、
、
、
、
、
とって理解可能な自然へと、過元することができるのですが）、場がありません／・それ故私たちは社会から締め
川
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
あ
な
た
は
、
社
会
を
侮
辱
し
た
か
ら
で
す
。
（
私
は
あ
な
た
に
、
お
め
で
と
う
と
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
な
た
に
は
何
か
が
あ
っ
た
の
で
す
か
ら
。
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
日
々
が
／
）
私
は
、
社
会
と
一
緒
に
罪
を
犯
し
た
り
、
嘘
を
つ
く
こ
と
が
で
（閲）
きないからです。：．…」だが彼女は、ここで直面した「真実」にとどまり続け、それを、「社会の嘘」を発く武器
にまで鍛え上げることはないだろう。外の世界と切り結ぶ契機を欠くことによって、彼女の「人生」は、そして彼
女
の
「
真
実
」
は
、
外
の
世
界
の
流
れ
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。
一八一三年、ナポレオン支配に抗して、いわゆる「解放戦争」が勃発する。戦火を避けた彼女は、親戚の住むブ
レスラウを経てプラハに赴く。そしてこのプラハで彼女は、生涯の岐初にして岐後に、充実した活動的生活と社会
への州属感を味わうことになる。当時のプラハは、負傷し、あるいは潰走した（多くはプロイセン軍の）兵士たち
で溢れ、野戦病院に収容しきれない負傷兵たちは、荷車やむき出しの地面に寝かされるという状況だった。彼女は
彼らの傷の手当てをし、宿泊の世話をし、彼らのための食事や衣服を調達し、義損金を集めるといった活動に乗り
出す。この時期の彼女の言葉は、無邪気なまでの愛国心に彩られている。
だがそれは、ラーェルだけではなかった。一八一二年のいわゆる「ハルデンベルクのユダヤ人解放令」によって、
他の市民たちとの法律上の同権を穫得したユダヤ人たちにとって、この戦争こそまさに、国家との一体感を実感で
きる初めての機会だった。若い男たちは志願兵として戦列に加わり、老いた者たちは義摘余や銀食器、その他撫数
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さ
て
ラ
ー
ェ
ル
は
、
フ
ィ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
破
局
の
後
、
ス
ペ
イ
ン
の
外
交
官
ド
ン
・
ラ
フ
ァ
ェ
ル
・
ド
・
ウ
ル
キ
ホ
に
の
め
り
込
ん
で
い
た
。
彼
女
が
プ
ロ
イ
セ
ン
の
貴
族
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
も
は
や
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
だ
が
ウ
ル
キ
ホ
は
外
国
人
で
あ
り
、
外
国
人
に
と
っ
て
彼
女
は
、
パ
リ
滞
在
中
に
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
く
プ
ロ
イ
セ
ン
人
だ
っ
たのである。だが結局はこの恋愛も、無惨な破局に終わる。最終的に彼女が結婚相手として選ぶのは、十四歳年下
の
市
民
階
級
の
ド
イ
ツ
人
、
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
だ
っ
た
。
彼
女
が
サ
ロ
ン
閉
鎖
後
の
失
意
の
中
で
、
一
八
○
八
年
に
最
初
に
彼
に
出
会
っ
た
時
、
彼
は
ま
だ
医
学
生
だ
っ
た
。
彼
女
の
彼
に
対
す
る
感
情
は
、
、
そ
れ
ま
で
の
恋
愛
の
よ
う
に
熱
狂
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
母
親
の
息
子
に
対
す
る
そ
れ
に
近
か
っ
た
。
あ
る
い
は
作
者
（
彼
女
は
自
分
の
作
品
を
書
い
た
わ
け
ではないが）と熱心な読者の関係に轡えるべきかもしれない。（彼は一八一二年に、ゲーテについて書かれた彼女
数
年
後
ラ
ー
エ
ル
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
代
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
日
記
に
こ
う
書
き
と
め
た
。
「
国
民
と
し
て
の
誇
り
が
、
自
己
愛
や
そ
の
他
の
自
惚
れ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
見
な
さ
れ
、
戦
争
が
殴
り
合
い
と
見
な
さ
れ
る
時
代
が
、
い
つ
か
や
っ
て
来
る
で
し
よ
（期）
》っｏ」
の物品を拠出して、戦争に参加した。その戦争の敵方が、二十年余り前の革命期にユダヤ人解放の先鞭をつけた
（プロイセンにおける解放令も、結局はその影響下で実現した）フランス軍だったことは、皮肉と言うしかない。
ユ
ダ
ヤ
人
の
国
家
へ
の
帰
属
感
が
頂
点
に
達
し
た
と
言
っ
て
よ
い
こ
の
時
期
に
、
し
か
し
そ
の
背
後
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
ド
イ
ツ
食
卓
会
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
新
た
な
ユ
ダ
ヤ
人
憎
悪
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
た
。
一
八
一
二
年
の
解
放
令
は
、
少
数
の
リ
ベ
ラ
ル
な
官
僚
た
ち
に
よ
っ
て
、
上
か
ら
導
き
入
れ
ら
れ
た
改
革
だ
っ
た
。
そ
こ
に
民
衆
の
支
持
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
解
放
令
が
可
能
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
に
敗
れ
た
後
の
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
条
約
で
、
貧
し
い
ユ
ダ
ヤ
人
を
大
量
に
抱
え
る
東
部
諸
州
を
プ
ロ
イ
セ
ン
が
失
い
、
国
内
に
殆
ど
特
権
ユ
ダ
ヤ
人
し
か
見
出
せ
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
解
放
戦
争
に
同
盟
国
軍
が
勝
利
し
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
で
東
部
諸
州
が
プ
ロ
イ
セ
ン
に
戻
っ
て
く
る
と
、
解
放
令
に
は
無
数
の
制
限
が
付
さ
れ
、
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
の
ユ
ダ
ャ
人
将
校
や
官
吏
は
解
任
さ
れ
た
。
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と
の
往
復
書
簡
を
匿
名
で
雑
誌
に
発
表
し
、
こ
れ
が
彼
女
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
公
刊
物
と
な
る
。
）
リ
ー
ド
す
る
の
は
常
に
彼
女
の
側
だ
っ
た
。
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
場
合
に
限
ら
ず
、
彼
女
の
男
性
関
係
に
お
い
て
特
に
目
だ
っ
の
は
、
男
女
の
役
割
の
転
倒
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
た
と
え
ば
ド
ロ
テ
ー
ァ
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
関
係
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
こ
の
時
期
に
社
会
秩
序
の
た
が
が
、
い
か
に
緩
ん
で
い
た
か
を
特
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
最
終
的
に
彼
女
を
、
市
民
で
あ
る
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
と
結
び
付
け
た
も
の
は
、
啓
蒙
主
義
に
基
づ
く
世
界
観
を
共
に
す
る
と
い
う
、
信
頼
感
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
一
八
二
年
に
、
出
世
の
た
め
に
不
可
欠
な
貴
族
の
称
号
を
、
か
な
り
い
か
が
わ
し
い
方
法
で
手
に
入
れ
、
以
後
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
フ
ォ
ン
・
エ
ン
ゼ
を
名
乗
る
。
結
婚
は
一
八
一
四
年
九
月
二
十
七
日
に
執
り
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
不
可
避
な
ラ
ー
ェ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
の
儀
式
が
、
数
日
前
に
彼
女
の
弟
モ
ー
リ
ッ
ッ
の
家
で
行
わ
れ
る
。
改
宗
に
立
ち
会
っ
た
牧
師
に
と
っ
て
、
こ
の
聖
な
る
儀
式
の
宗
教
上
の
重
要
性
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
と
感
じ
ら
れ
て
い
た
か
は
、
彼
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
で
そ
れ
を
催
す
こ
と
に
同
意
し
た
こ
と
に
窺
え
る
。
事
実
、
も
は
や
宗
教
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
改
宗
と
ド
イ
ツ
人
と
の
結
婚
以
後
も
、
ラ
ー
エ
ル
は
相
変
わ
ら
ず
ユ
ダ
ヤ
女
と
見
な
さ
れ
続
け
る
だ
ろ
う
。
一
八
一
二
年
の
解
放
以
後
、
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ト
ル
ノ
と
い
う
姓
を
公
式
に
（
重
乗
っ
て
い
た
ラ
ー
ェ
ル
は
、
改
宗
に
よ
っ
て
ア
ン
ト
ニ
ー
・
フ
リ
ー
デ
リ
ー
ヶ
と
い
う
名
を
受
け
取
る
。
そ
し
て
こ
の
ラ
ー
エ
ル
・
ア
ン
ト
ー
ー
ー
・
フ
リ
ー
デ
リ
ー
ヶ
・
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ト
ル
ノ
と
い
う
、
上
塗
り
を
重
ね
て
ほ
と
ん
ど
グ
ロ
テ
ス
ク
な
ま
で
に
脹
れ
上
が
っ
た
名
を
持
つ
女
性
は
、
結
婚
に
よ
っ
て
貴
族
の
姓
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
、
結
婚
に
際
し
て
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
自
分
の
母
に
つ
い
て
、
「
死
亡
」
と
偽
り
の申告をした。十四歳年上のユダヤ女との結婚が、家族に喜ばれないものだったことは間違いない。
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
、
宰
相
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
随
員
と
し
て
外
交
官
の
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
し
、
一
八
一
六
年
に
は
バ
ー
デ
ン
大
公
国
に
お
け
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
代
理
公
使
に
任
命
さ
れ
る
。
ラ
ー
ェ
ル
は
晴
れ
て
高
級
外
交
官
の
妻
と
な
っ
た
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
ラ
ー
ェ
ル
の
結
婚
を
聞
い
た
時
、
妻
カ
ロ
リ
ー
ネ
に
宛
て
て
こ
う
書
い
て
い
た
。
「
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
、
お
ち
び
の
レ
ヴ
ィ
と
結
婚
し
た
…
…
と
い
う
噂
で
す
。
こ
れ
で
彼
女
は
、
い
つ
か
公
使
夫
人
や
閣
下
に
な
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
ユ
ダ
ヤ
人
に
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
代
理
公
使
任
命
後
、
フ
ン
ボ
ル
ト
は
そ
の
人
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事について、ハルデンベルクから何も相談がなかったことに不平を言い、こう書く。任命された本人そのものはと
（輯）
もかくとして、「あの夫人、レヴィの部族、契約の楓が／あれが太公にどんな印象を与えることやら。…：？」幼
い日からモーゼス。メンデルスゾーンの家に出入りし、多数のユダヤ人を友人に持ち、また一八一二年のユダヤ人
解放令の成立に尽力したリベラルな文人政治家の公的な顔と、この私的な顔の落差／これがつまりは、ドイツに
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
が
抱
え
込
ん
だ
矛
盾
だ
っ
た
。
しかしもちろん、フンポルトの憂慮は当を得ていた。彼女が病気がちを口実にバーデン宮廷の塁圓飾った惨めさ」
を避けようとした、というファルンハーゲンの申告は、不愉快な事実を糊塗するためのものであって、宮廷がユダ
ヤ人である彼女に門戸を鎖した、というのが実態だった。表向きの同権の背後に押し隠された反ユダヤ感情は、以
後
強
ま
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
弱
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
順調に開始されたかに見えたファルンハーゲンの外交官としての経歴は、だが突如断ち切られる。通俗劇作家コッ
ッェブーの暗殺をきっかけとして動きだした反動の潮流の中で、一八一九年七月ファルンハーゲンは、理由も示さ
れぬまま職務を解任される。彼のリベラルな思想と行動が、そしておそらくは彼の妻の出胤もまた、その原因だっ
ただろうことは推測に難くない。同じ年の八月にはドイツ各地、特に南西部で、悪名高いヘップ・ヘップ暴動が起
こる。多数のユダヤ人が襲われて殺害され、住居やシナゴーグが略奪され放火される。ラーエルは、弟ルートヴィ
ヒ。ローベルトに宛てた書簡に、こう記している。「私は限りなく悲しい気持です。それも、これまでになかった
ほどに。。：…私は自分の国を知っています／・残念ながら。……三年前から私は言ってきました。ユダヤ人が襲わ
（麺）
れることになるだろうと。これが、ドイツ流の反乱の勇気なのです。・・：・・」
ベルリンに戻ったファルンハーゲンは、ジャーナリストおよび文筆家として活動し、夫妻は自宅に訪問者を迎え
る。レオポルト・ランケ、ヘーゲル、アレクサンダー・フォン・フンポルト、エードゥアルト・ガンス・ハリー
（後にハィンリヒ）・ハイネといった人々を主要な客とする、このいわゆるラーエルの第二次サロンは、しかしか
ってのイェーガー街のレヴィン家のサロンとは、全く趣を異にしていた。確かに友人たちは昼間、あるいは晩の芝
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ラ
ー
ェ
ル
と
、
彼
女
の
サ
ロ
ン
に
集
ま
っ
た
非
ユ
ダ
ヤ
人
の
若
き
知
識
人
た
ち
の
関
係
に
お
い
て
、
特
に
目
を
惹
く
の
は
、
彼
女
の
神
格
化
で
あ
る
。
た
と
え
ば
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
友
人
で
、
一
時
期
ラ
ー
エ
ル
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
デァ・マルヴィッッは、彼女に宛ててこう書く。「ラーェルの心を灰に沈めて下さい。人間の心はあなたの中で、
一
層
自
由
に
、
ま
た
一
層
高
ら
か
に
鼓
動
を
打
ち
続
け
ま
す
。
現
世
の
全
て
の
も
の
に
背
を
向
け
、
だ
が
ま
た
そ
の
す
ぐ
近
く
で
。
鋭
い
知
性
は
、
さ
ら
に
広
大
な
領
野
で
思
考
を
続
け
ま
す
。
迎
命
の
流
れ
が
あ
な
た
を
、
緑
の
、
さ
わ
や
か
な
、
生
き
生
き
と
し
た
谷
間
（蜘）
から、山の高みに押し上げたのです。そこでは視界は無限です、人間は遠く、神は近く。」この言葉に一フーェルは
反
発
す
る
。
「
緑
の
、
さ
わ
や
か
な
、
生
き
生
き
と
し
た
谷
間
か
ら
、
私
は
追
放
さ
れ
て
、
そ
れ
で
も
生
き
ろ
と
言
う
の
で
す
か
？
届
の
後
で
、
自
由
に
サ
ロ
ン
に
立
ち
寄
っ
た
。
し
か
し
茶
と
菓
子
が
供
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
か
っ
て
の
サ
ロ
ン
と
は
違
っ
て
、
晩
餐
に
は
、
作
成
さ
れ
た
名
簿
に
従
っ
て
招
待
状
が
送
ら
れ
、
豪
蕊
な
料
理
が
提
供
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
流
行
の
貨
族
主
催
の
サ
ロ
ン
の
様
態
を
、
完
全
に
踏
襲
す
る
も
の
だ
っ
た
。
’
八
三
三
年
に
ラ
ー
ェ
ル
が
死
去
し
て
一
年
後
、
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
彼
女
の
往
復
書
簡
や
日
記
を
編
集
し
て
、
三
巻
本
の
『
ラ
ー
ェ
ル
・
彼
女
の
友
た
ち
の
た
め
の
追
憶
の
書
』
と
し
て
刊
行
す
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
を
憎
悪
す
る
批
評
家
た
ち
は
、
そ
こ
に
表
れ
た
ラ
ー
ェ
ル
の
ユ
ダ
ヤ
性
を
論
難
し
、
逆
に
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、
彼
女
の
ユ
ダ
ヤ
へ
の
帰
属
感
の
薄
弱
を
非
難
し
た
。
後
に
歴
史
家
ト
ラ
イ
チ
ュ
ヶは、そこで「祖国と教会」、「結婚と所有」が、ラーエルの破壊的批評に晒されているのを認めた。ハイネは一八
三七年の「歌の本』第二版の序文で、出版されて間もないこの書物に触れ、こう書きとめた。「まるでラーエルは、
い
か
な
る
死
後
の
使
命
が
自
分
に
授
け
ら
れ
て
い
る
か
を
、
知
っ
て
い
た
か
の
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
彼
女
は
、
も
っ
と
良
く
な
る
だ
ろ
う
と
信
じ
、
そ
し
て
待
っ
て
い
た
。
だ
が
待
つ
こ
と
に
飽
い
た
時
、
彼
女
は
も
ど
か
し
げ
に
頭
を
振
り
、
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
見
っ
（”） 
め
、
急
い
で
死
ん
で
い
っ
た
ｌ
そ
れ
だ
け
一
層
急
い
で
復
活
で
き
る
よ
う
に
と
．
」
Ⅲ 
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（蕊）
私が〃」確かにマルヴィッッによる彼女の神格化は、人間社会からの彼女の排除を前提とＩしているように響く。
あ
る
い
は
ま
た
、
ラ
１
エ
ル
と
交
際
を
始
め
て
間
も
な
い
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
、
彼
女
に
宛
て
て
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
私
は
あ
な
た
の
使
徒
と
し
て
生
き
た
い
の
で
す
。
…
…
私
は
シ
ュ
テ
フ
ェ
ン
ス
の
と
こ
ろ
で
…
…
あ
な
た
が
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
三
番
目
の
光
明
だ
と
話
し
ま
し
た
。
時
間
的
順
序
で
言
え
ば
、
｜
番
目
と
二
番
目
は
キ
リ
ス
ト
と
ス
ビ
ノ
ザ
で
す
が
、
し
か
し
内
容
か
ら
言
え
ば
、
あ
な
（羽）
たが一番です。」ラーエルのユダヤの出自にからめて彼女の知性を賞揚’し、神格化にまで近づくのは、なにもファ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
早
い
時
期
か
ら
の
彼
女
の
「
忠
臣
」
の
一
人
と
言
っ
て
よ
い
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
外
交
官
カール・グスタフ・フォン・ブリンクマンは、ラーエルの死後彼女についての評伝を書くが、彼の説明によれば、
これは福音史家が「山上の垂訓」においてキリストの言葉をまとめたのと、同様の手法で構成されており、彼は目
（即）
分をヨハネに轡えっ○のである。
実
は
ラ
ー
エ
ル
自
身
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
が
故
の
、
つ
ま
り
排
除
さ
れ
た
者
で
あ
る
が
故
の
、
自
ら
の
独
創
性
を
早
く
か
ら
意
識
し
て
い
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
の
甥
ル
イ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜
公
と
の
交
友
に
関
し
て
、
彼
女
は
こ
う
述
べ
る
。
「
彼
は
こ
の
よ
う
な
交
際
を
、
こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
れ
っ
き
と
し
た
屋
根
裏
部
屋
の
真
実
（
ラ
ー
ェ
ル
は
、
貴
族
サ
ロ
ン
な
ど
と
比
べ
た
自
ら
の
サ
ロ
ン
の
特
異
性
を
強
調
す
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
「
屋
根
裏
部
屋
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
）
を
、
彼
に
聞
か
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
彼
は
マ
リ
ア
ン
ネ
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
彼
女
は
洗
礼
を
受
け
、
公
女
で
フ
ォ
ン
・
（蛇）
アイベンベルク夫人となっています。それは何を意味するでしょうか？。」
確
か
に
彼
女
の
、
少
な
く
と
も
第
一
次
サ
ロ
ン
の
名
声
は
、
社
会
的
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
る
が
故
の
平
等
性
と
独
創
性
に
基
づ
い
ていたことは間違いない。だがサロンの参加者たちによる、この異質性の賞揚は、実は、異質性の排除と瓜二つな
のである。マルヴィッッに対するラーエルの反発は、それを密かに感じ取ったために他ならない。さらにこの隠さ
れた脈絡を暴露するのは、次のような事実である。ラ１エルのサロンの平等性を称え、彼女をキリストになぞらえ
て
樟
ら
な
か
っ
た
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
は
、
だ
が
ド
イ
ツ
人
の
貴
族
夫
人
に
宛
て
て
手
紙
を
書
く
時
に
は
、
頻
繁
に
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
い
う
（掴）
一一二口葉を、それも軽蔑の響きを込めて連発する。様々のサロンへの出席者が報告される際には、必ず誰がユダヤ人で、
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ユダヤ人サロンに参加した非ユダヤ人たちによる異質性の賞揚は、移行期故の社会秩序の緩みに基づくものだっ
た。秩序が再び確立され始めるとともに、つまり「ネーショこの形成への歩みが始まるとともに、異質性は負の
価値を帯びる。それがつまりは、’八○六年以後のユダヤ人サロンの凋落の原因だっただろう。国民国家は同質性
を要求する。従って一方では、一八一二年のユダヤ人解放令のような、同化へ向けての動きが強化される。だがそ
の解放令の成立に尽力したヴィルヘルム・フォン・フンポルトの表の顔の裏に、実はユダヤ人嫌悪の渋面が隠され
ていたように、他方で排除の契機は相変わらず温存され続けるのである。国民国家の同質性の要求は、同化への原
動力であるとともに、また異質性の排除への原動力でもあった。かっての異質性の賞揚とその排除が表裏一体であっ
たように、新しい時代の同質性の要求と異質性の排除も、表裏一体をなしている。表の時代は切り換わっても、裏
に隠された排除の契機は、密かに伏流となって流れ続け、次第に勢力を強めて、百年余り後には地上に噴出し、全
ユダヤ人に対する表向きの同化の圧力と、裏に潜んだ排除の圧力は、同時に、しかも同じ強さで加えられる。そ
れ
は
存
在
の
分
裂
を
引
き
起
こ
さ
ず
に
は
す
ま
な
い
。
近
代
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
信
者
で
あ
る
こ
と
で
は
誰がユダヤ人でないかが書き添えられる。「私のオリエント的な語り口を、お赦し下さい。というのも私は数日前
から、選ばれた民とばかり付き合っているのです。昨晩は私のところで、二十人近くのお茶の会を催しましたが、
（拙）
デーデム男爵と私だけが、唯一洗礼を受けた人間でした。」そして一フーエルについてはこう書かれる。「この冬中、
（調）
彼女の集まりを支配した下口叩さの噴出について、あなたに理解してもらうのは不可能です。」ユダヤ人に対する見
下した視線は、肉体的差別化にまで達する。「大抵のユダヤ女性には、言ってみれば、ある種のエジプト的スタイ
ル、つまり外形の硬さが表れていて、それが姿全体にぎこちなさを与えています。確かに他面では、私たちのフラ
ンス流安普請の通常の模倣よりも、力と特異性に富んでいることは、私も認めますが。われらの有名なレヴィンは、
（妬）
一」のエジプト的スタイルの真の典型です。」ここまで来れば、後の人種的ユダヤ人差別まで、ほんの一歩の距離だ
に隠された排除の契機は、
て
を
押
し
流
す
こ
と
に
な
る
。
ろう。
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100 
ハナ・アーレントが言うように、ユダヤ人であることから抜け出そうとすればするほど、ラーェルの運命は、そ
れだけ典型的にユダヤ的になっていった。ラーエル自身はその迎命を、きわめて古い「旧約聖書的な」、「その信奉
（”） 
者の子らが、地球上のいたる所で逃れようとして、逃れきれない呪い」として理解したが、しかし実はそれは、優
れて近代的な「運命」だった。
この「呪い」から逃れる道はあるのだろうか。貴族の名を手に入れ、表面的には幸福な結婚生活を送る晩年のラー
エルは、それでもしかし内面に黒々とした鯵屈を抱え続ける。「〈ラーェル・レヴィン〉は、とうとう厄介払いし
〈郷）
た。だが彼女は〈フリーデリーヶ・ファルンハーゲン、旧姓ローベルト〉にも、なりたいとは思わない」か、ｂであ
る。彼女は、自らに与えられた非正統性としてのユダヤ人アイデンティティーを拒否する。しかしまた同時に彼女
は、自らに与えられた正統性としてのドイツ人アイデンティティーをも拒否する。もし、近代以後の世界を捕らえ
て離さない、この「ネーション」の網の目から逃れる何らかの道がありうるとすれば、それはこのラーェルの心の
動きが指し示す方向にしか存在しないだろう。それはアーレントが、ラーェルのユダヤ人であることへの断固たる
（鋤）
否定と、ハイネのそれへの断固たる肯定とが、同じ理由、同じ真実性から発していると土曰く時、指し示している方
向
で
も
あ
る
。
なく、ユダヤ人種ないし民族に属すことでもなく、むしろこの同化と排除の二重の圧力の下で、安住すべきアイデ
ンティティーをどこにも見出せないという状況を、つまり自らの中に存在の亀裂を抱え込むことを意味する。ラー
エルは「ユダヤ人」から抜け出そうとして、「ユダヤ人」へと突き返される。百年余り後のカフヵは、「ユダヤ人」
に到達しようとして、「ユダヤ人」から突き返される。方向は正反対に見えたとしても、彼らが置かれた状況は同
じなのである。
注
（１）引用は以下による。四目目ヨシ『の且苛丙呂の］ご座。】ゴロ、のロ．Ｆのロの。長のい・豆、三の①一『］の『Ｑ２扇ロゴ目」旨ごロロ⑭この『
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ダニ、／￣、／~、／角、〆杢、〆白、〆■へ〆~、〆戸へ
２４２３２２２１２０１９１８１７１６ 
、-〆、－’、.〆、－プ、.ノ、-〆、.〆出-〆、‐ノ
〆■、グー、グー、ノー、〆■、
１５１４１３１２１１ 
ﾐーゾ、－〆、＝〆ﾐーゾ、‐'
（６） 
（７） 
（８） 
（９） 
（、） 刀（）『『己。（宍・Ｚの巨些】戟堀■己の．冨冒］の｝】の【】Ｓ⑭｝・“．』］．
（２）Ｏ［出目の三どの『”ン〔一句の口の⑦一一の『・『「自云（こ『一口三三聖ヨ］雪⑰．⑫．望一「〔
（３）□（・ロのす。『昌西の『ＮＣ一の］且一驚ゴ目の画一○二胡一ョ色一（の。固の『一ヨ・可『自房旨二齢ョ三四ヨご垣』．ｍ・筐］（（。
（４）ハナ・アーレント『全体工銭の起原」ｌ「反ユダヤ主義」。人久保和郎訳、みすず諜一腸、一九七二年、一．二ページ。
（５）Ｏ［ご『⑫ローロ】胡の｜鮠一のご叩Ｃ】の『二の一旦の『Ｃ旨、の⑪ヨ』。、⑰同旨・ロゴーの『一一Ｃロの芹の』勾凹。Ｃ一Ｆのぐ曰②ご両『ぬ言『②少一○貝．］｛〕印西倖『ワミ宛
の。夛巳的（四『如掘）“の四一○二⑭Ｑの『”（》三騨口（一六・国Ｃ『一一ご｛ｚの三Ｋ。『天一・℃『・の．』⑪⑫．
（６）Ｃ「・詞煙『す四『四函回夛冒つの『シ｛『（ゴ。⑩ご○『『｜⑫津一○コ…丙四コの一い□四、すい戸巨ワの富津一⑫三②（。『一⑪ｎコの『一六一一○コ・冒叩釦、三こ一Ｎ四・四・Ｃ・・の．⑭』⑭．
（７）ン。【四円○一言の⑦『凶「ヨご○ロ⑫Ｃｌ］盲一》『の。口。『『・」』唖，一ｍ己．
ン。□四ぐ区くの戸凹⑭．②．］『牢画・
ン『のゴロ芦⑫。』『，
のロ②国こぐ（）。因ユロ【ヨロヨ】叫幻座。⑦一・■この『色『｜ご煙『ロヨロいの唇ぐ○二両ごいの」皀穴・ン・ぐ聾『ココロ駒の］］く。『｜ロゴ⑫の》Ｃの口云ミニ『（一蒟汽の一（の二
目□くの。『二⑫Ｃ三の⑪○二「三○コ・団旦・嘩トの一℃誤蒟］⑭＄・引用はン『のゴロ［ｂ・の一による。
シ『のゴロ芹。⑫．三・
の。』か
ンゴ宅色巨一ヨの二三の銃の一・】陣。⑬。」⑪←Ｐ
『四頭のワ臣ｏ云・哩・二・巳］⑫．
シ忌口□芹・の．②四・
ン。勺四色一一コのご言の酌の一二画⑦．⑤。豈庫芦つ
○座『一二二一ゴの一三の『昌一の二目の『卸三三の『＆の」目の二］ぬｓ・引用はシ『Ｃａ一・の・霊による。
、白口、の一〕巨白戸］］・』・』、」Ｐ
ショカのすの。、凹司ユの旦一畔『】（］の「・畠Ｃ②．
⑫一の『ご》⑪。②ロ
シ『⑦昌一一・ｍ・唖○・
シ『。。』（つめ・忌む．
引用は以下による。Ｃ胃・盲の一の『目Ｃの・弓Ｃｘ－『この曰のの窪の『藍。『］険・ロ四のＦのす。］】（］の『幻呂の］ご回『二一】謄自・津自］Ｅ『胸ご程》
シ『のご』｛・の⑤』．
た
と
え
ば
竹
田
青
銅
「
〈
在
Ⅲ
〉
と
い
う
根
拠
』
。
ち
く
ま
学
芸
文
脈
、
一
九
九
砥
年
。
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ｸﾞｰ、グー、グー、グー、グー、グー、グー、〆■、〆､〆~、グロ、／へ〆、〆へダム、
３９３８３７３６３５３４３３３２３１３０２９２８２７２６２５ 
、.’Ｌ＝～グ～〆、－、.'蛆.”、.二、-’、‐ｼﾞ､-’、.'､‐〆自一’、＝'噌・⑥』９画以上引用は国昌目印・麗量・による。
ｏ【シ３コＱ芹・の。』。『・
少蔚ごロ一・の．ご『’
シ『の皀已院の．函巨。
函、。』０」函ｃ函◇
ぐ口『ロゴ四ｍのロ四．幻凹｝］の］・国・中・］⑭ご’
○（国ユコ宍ヨロロロ、ゴ『回『ロゴ■ぬのＰ己・回］墨可．
引用はシ『のロａ．ｍ．、一による。
。【国四二Ｐの・圏。
、ユロ【。国ココロロＦ巳、のく。。ごＣＰ⑬．③．］②つ切．
同右。
引用は望の『Ｐの・歯］ｍによる。
シ二Ｆ目君］ぬ宛Ｃｓの『（・引用は以下による。国の目臣“百○日目二目の言貰い。。咄勾昌の｝ご四目目鴇回・雪目］ｇ品］富②．⑫」⑬』・
雪の一ロユロ豈出の曰の印、［』○壹旦⑩『口の』の『』目の野ロー】Ｃゴロごくの『【の旨公団』ゴ。①。’巨邑ロＣす。ご＄ｇ『『・印曰・円］の．』・
引用は⑪岳『。・の」巴による。
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